


想
い
が
通
じ
無
事
入
社
を
果
た
し
ま
す
。
配
属

は
「
マ
シ
ナ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
、
プ
レ
ス
金

型
の
製
造
と
販
売
を
行
う
部
署
で
す
。

一
年
目
は
工
場
で
機
械
加
工
と
金
型
の
組
立
の

研
修

二
年
目
か
ら
金
型
の
設
計
を
始
め
ま
す
。

1990 年頃の金型設計室です

弊社のプレスラインをフル活用しました

７年目の 2003 年には神奈川県のプレス工業
より仕事をいただき順送型の設計を習得し
ます。

名
古
屋
の
修
業
の
頃
か
ら
こ
れ
か
ら
の
金
型
は
自
前
で
済
ま
せ
て
売
り

の
金
型
は
ダ
メ
に
な
る
と
教
わ
り
そ
の
と
お
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
も
の
づ
く
り
を
多
品
種
少
量
生
産
向
け
に
シ
フ
ト
し
、
金
型
を
極
力

作
ら
な
い
プ
レ
ス
部
品
の
加
工
法
「
ダ
イ(

型)

レ
ス(

不
要)

プ
レ
ス

技
術
」
を
開
発
し
ま
す
。

プ
レ
ス(

絞
り)

成
形
の
一
部
の
み
金
型
を
使
い
、
他
の
工
程
は
全
て
レ
ー

ザ
ー
加
工
に
よ
る
縁
取
り
に
置
き
換
え
ま
す
。

対向液圧プレス

通常プレスは二個の対

(凹凸 )になった金型

で鉄板を挟みプレスし

て成形しますが片側の

金型の代わりに水で押

す事により一つの金型

でプレス (絞り )成形

できる機械を導入しま
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四
年
目
の
二
〇
〇
〇
年
に
四
ヶ
月
の
長
期
社

外
研
修
を
受
け
ま
す
。

研
修
先
は
愛
知
県
刈
谷
市
の
三
陽
製
作
所
で

す
。

各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
部
品
を
供
給
し
て
い

る
板
金
加
工
の
老
舗
で
、
金
型
の
組
立
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
が
ら
金
型
と
営
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
ま
し
た
。
現
在
も
交
流
は

続
い
て
い
ま
す
。

当時ワーゲンや
フォードの金型も
受注してました

十
年
目
の
二
〇
〇
六
年
に
マ
シ
ナ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
は
プ
レ
ス
事
業
部
に
編

入
さ
れ
「
プ
レ
ス
・
金
型
事
業
部
」
に
な
り
ま
す
。

金
型
の
販
売
よ
り
プ
レ
ス
事
業
部
で
使
用
す
る
金
型
に
注
力
し
ま
す
。

研修生 中松 豊 (仮 )

金型設計士 中松 豊 (仮 )



技術グループ係長 中松豊

金
型
を
極
力
作
ら
な
い
プ
レ
ス
部
品
の
加
工
法
と
し

て
「
ド
ロ
ミ
テ
成
形
法
」
も
開
発
し
ま
す
。

こ
れ
は
一
つ
の
金
型
で
複
数
の
部
品
を
同
時
に
プ
レ

ス
成
形
す
る
方
法
で
凹
凸
が
増
え
る
為
、
緻
密
な
設

計
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 ※

金型をどんどん作
って専門家を目指
したのに減らす専
門家になろうとし
ているぞ……複雑！
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」
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(DLP)
(DLP)

に
改
称
し
ま
す
。
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。
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対
向
液
圧
プ
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使
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ロ
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「
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商
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ほ
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ニ
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に
答
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れ
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組
織
が
誕
生

商
品
が
ほ
し
い
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
組
織
が
誕
生

し
ま
し
た
。
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ま
し
た
。

十
二
年
目
の
二
〇
〇
八
年
「
ダ
イ
レ
ス
プ
レ
ス
事
業
」

(DLP)

に
改
称
し
ま
す
。

対
向
液
圧
プ
レ
ス
を
使
う
「
ア
ク
ア
成
形
法
」
と

「
ド
ロ
ミ
テ
成
形
法
」
を
両
軸
に
金
型
レ
ス
で
プ
レ
ス

商
品
が
ほ
し
い
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
組
織
が
誕
生

し
ま
し
た
。

十
三
年
目
の
二
〇
〇
九
年
Ｋ
社
の
下
水
・
排
水
処
理

向
け
『
高
効
率
型
二
軸
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
脱
水
機
』

の
開
発
に
参
加
し
ま
す
。

そ
こ
で
ス
ク
リ
ュ
ー
羽
根
か
ら
汚
泥
を
濾
し
出
す
濾
過

網
の
加
工
に
着
手
し
ま
す
。

単
位
面
積
当
た
り
の
穴
数
に
対
す
る
網
面
積
が
少
な
く

す
る
ほ
ど
効
率
が
あ
が
る
の
で
材
厚
以
下
の
サ
ン
幅
の

連
続
打
抜
き
が
日
本
で
唯
一
で
き
る
フ
ジ
イ
の
技
術
で

高
効
率
化
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

材厚以下のサン幅の連続

打抜き加工が出来るのは

日本唯一フジイだけです！

扱き網扱き網

※ドロミテの由来は弊社ホームページを見てください https://www.e-fujii.co.jp

同一機械の各部品を同時に成形するの
で一台流しする弊社の多品種少量専用
組立ラインにベストマッチしてるよ。
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網
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弊
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開
発
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技
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で
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弊
社
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Ｉ
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Ｋ
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の
コ
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バ
イ
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扱
き
網
が
こ
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加
工
を
使
っ
て

脱
穀
効
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を
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す
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じ
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だ
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で
す
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開
け
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た
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凹
凸
が
全
く
無
く
開
口
面
積
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も
勝
る
の
で
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穀
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明
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か
な
差
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出
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す

扱胴扱胴

扱き網扱き網

フジイしかできない
技術はまだまだあるよ

サン幅

こ
の
技
術
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フ
ジ
イ
の
除
雪
機
・
高
所
作
業
機
・
草
刈
機

こ
の
技
術
は
フ
ジ
イ
の
除
雪
機
・
高
所
作
業
機
・
草
刈
機

に
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

に
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
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ま
れ
て
い
ま
す

こ
の
技
術
は
フ
ジ
イ
の
除
雪
機
・
高
所
作
業
機
・
草
刈
機

に
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

To Be ContinuedTo Be Continued

日
本
の
す
べ
て
の
コ
ン
バ
イ
ン
の
扱
き
網

を
フ
ジ
イ
製
に
し
て
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス

脱
水
機
で
世
界
中
の
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
ぞ
！

ＤＬＰ事業部課長 中松 豊 (仮）


